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	 ②	 疑問 )に答えるため、教材改善のため教育内容の汎用性と地域性*をデータに探る。	 	 !






















































































































































































































































第 2 章	 本研究を取り巻く環境  




















































11フィリピン人 2.5％、インドネシア人 2.2％、英国人 0.5%、インド人 0.4％、アメリカ人 0.2％、オーストラ
リア人 0.2％、日本人は 0.1％である。http://www.bycensus2016.gov.hk/tc/bc-mt.html（2017年 12月２日参
照） "%!在香港日本国総領事館・経済班（2014）「香港・マカオ経済概観」http://www.hk.emb-japan.go.jp/2014-
06_hk-economic.pdf	 （参照 2015年 12月 3日)  
















































































2.2.2 	 国内の日本社会の様相（内なるグローバル化） 




















は、238万 2822 人（前年比 6.7%増）、総人口の約 1.88％である。移民大国あるいは移民
先進国と言われる国の移民率は総人口の 10％を超えている22。日本の移民率 1.88％をどう
評価するかは日本政府の判断に委ねるが、現在、在留外国人 238万人のうち永住者・特別










べている。 !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!%0!法務省「平成 %+年度現在における在留外国人数について（確定値）」6778:;;<<<,JBD,NB,D8;AF>>?B?>?IAC#;?B>6B>;AF>>?B?>?IAC#0'O000-*,67JK（%0".年 "0月 ""日参照）!%"!在留外国人とは、中長期在留者数及び特別永住者数をあわせた数。国連の定義で「移民」とは、外国から入
国して１年以上住む人々を意味する。ヨーロッパでは一般的に、総人口における外国籍の把握は、以前は国籍
取得者とそれ以外という分類でなされて来たが、現在はドイツ、フランス両国において「移住を背景とする人」





























	 一般的に「市民」は、ある国家、社会ならびに地域社会を構成する構成員 (メンバー) を 
意味し、国家においては国民、市などの行政単位においてはその住民を指す。そのため、
一般的に「市民」は「国民」と重なる。 !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!%'!「諸外国における外国人受け入れ制度の概要と影響をめぐる各種議論に関する調査」（2015）（労働政策研















































































































	 要素I   ：語学力・コミュニケーション能力 
































































	 1 . 対人コミュニケーション能力の育成 
   ２. 論理的思考能力や問題解決能力の養成 





	 １.  優秀な人材を確保するため 
	 ２.  語学力が必要な業務を行うため 













































































































































































されてきたかという視点から第 1期を 1990年から 2000年、第 2期を 2001年から 2005
年まで、第 3期を 2006年から 2010年、第 4期を 2011年以降現在までの 4つに分けて概
観する。 


















































































（2009）では、目的別英語教育（English for Specific Purposes）の分野の文献を援用し
ながら、「目的別日本語教育」（Japanese for Specific Perposes）の定義と枠組みを「一





































































































































般的目的のための英語」（English for General Purpose:EGP）と「特定の目的のための

































	 	 	 	 	 	 	 	 	 追加型	 	 	 	 	 	 	 	 	 取り込み型Ⅰ	 	 	 	 	 	 	 取り込み型Ⅱ 
	 	  





















































































































































の限り、筒井（1999）では「専門日本語教育」を“Japanese Education for Spesific 
Purposes\と翻訳している。「専門日本語」を JSPと読み替え、「目的別英語（English for 
Specific Purposes）」として説明した Tony Dudley-Evans and Maggie Jo St John.（1998）を参
考文献にあげているのは、村岡（2003）が最初である。そこから、おそらく前述の村岡他
（2001）資料には JSPについての説明はないが、パネルでは「専門日本語」と「JSP
（Japanese for Specific Persoses）」の説明があったと考えられる。 








そこに EOP（English for Occupation Purposes）の説明が見られる。2005年になり、野
口は「ESPからの提言」という論文の中で EOP（English for Occupation Purposes）と
いう用語を使っているが、当時は英語教育で使われていた EOP (English for Occupation 
Purposes) に相当する JOP（Japanese for Occupation Purposes）という用語は、日本語
教育界ではまだ定着していない。粟飯原（2008）の修士論文、粟飯原（2009）では、「本





















点から始まったとされる。当時、ESP研究の中心は、理工系の英語（EST: English for 





































































































































	 まず、「ビジネス」という用語を本家本元である経営学では、どのような理解がなされ!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!'.!Kachur（1985）は、世界で使用される Englishesを３つに分類している。まず、Inner Circle countryes	





















































































































































!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!'/!ビジネス日本語の新たな定義、海外用の新たなテキストは筆者の管見の限り存在しない。!*0佐野は ESP理論の EGPと ESPを援用し、JGP（Japanese for General Purposes）という「一般日本語」



































































































































































































































































































	 ①	 ビジネス経験は、ビジネス日本語教師の要件であるという誤解 
	 ②	 就職活動のための日本語が、ビジネス日本語教育であるという誤解 
!-0!
	 ③	 ビジネス日本語教育は、企業側の要請に従うべきという誤解 
	 ④	 ビジネス日本語教育は、上級レベルの学習者に対する教育であるという誤解 










































































	 ⑥	 ビジネス日本語とビジネススキルの誤解 





























































































できる GR 人材であれば、将来 G 人材に移行する可能性が高いからである。その場合には、
GR人材には世界で通じる共通語、すなわち英語力が求められるが、日本語によるコミュ
ニケーション能力を備えた「グローバル人材」の付加価値は高い。それについては、第８













































ループが称する BJの意味するものは J(P)BPあるいは J(A)BP（仮称：経営に関わる専門
職のための日本語）ではないかと思われる。しかし、用語を定義せずに使用しているので、
JOP全体なのか、JVPなのか JPPなのか、あるいは J(P)BP か J(A)BPなのか分からない。 
	 加え、概念上だけでも明確に分類しておかなければならないのは「JAPにおける JBP」 
と「JOPにおける JBP」である。Dudley-Evans & StJohn(1998)では、明確に分類されて 
いる。余白の関係上、本章末 81頁の注釈 1の【図６】には記載しなかったが、ESAP
（English for Specific Academic Purposes）と EPP（English for Professional Purposes）
それぞれの下位分類には同じ名称の科目が存在する。例えば、大学で学ぶ医学・ESAP 
Medical は仕事に直結しており、就職後の EPP Medial に直線的につながる。同様な科目
としては ESAPと EPPの Legal Purposes、ESAPと EPPの Management Finance and 
Economics、ESAPと EPP の English for Science and Technologyなどが挙げられよう。
本研究においても、同様に JSAPと JPPのそれぞれの下位分類に同じ名称を入れたが、区








































































（English for General Purposes、日本語訳は「一般的な目的のための英語」）と区別す
るために、ESP（English for Specific Purposes、日本語訳は「特定の目的のための英語」）
という分類名称が作られた。それを受け、『応用言語学事典』においても、日本語教育で
は JSP（Jpanese for Specific Purposes）が「目的別日本語教育」と呼ばれ、 JGP







































































5.2.2    ESP理論の‘EOP’と‘EBP’及び「ビジネス日本語」の違い 
	 ESP「特定の目的のための英語」の下位分類として、EAP（English for Academic 
Purposes）「学術目的のための英語」と EOP（English for Occupational Purposes ）!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!**!文化庁「生活者としての外国人」のための日本語教育事業」
http://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kyoiku/seikatsusha/（2018年 5月 11日参照）!
!.%!
「職業上の目的のための英語」、さらに EOPの下位分類として EPP（English for 




















for Vocational Purposes）「一般職のための日本語（筆者翻訳）」や、JPP （Japanese 
for Professional Purposes）「専門職の日本語（筆者翻訳）」や、その下位分類である









































名称についての説明は、ESP 理論の説明に準ずるものとして、本章末の注釈 3 に記述した。 
  
	 	 	 	 	 	 	 【図５】	 JSP「目的別日本語」の分類（ESP理論を参考にした試案） 
 



































































































































【図５】に全ての下位分類を網羅できないが、例として‘Japanese for (P) Business 
Purposes’（J(P)BP：経営関連教務のための専門日本語）と‘Japanese for (P)Medical 



























































































































図６	 ESPプロフェッションの専門分野の種類（Dudley-Evans & St John1998参照、筆者試作） 
 
注２：ESP理論における EGPと ESPの関係について	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  





えていた。しかし、Dudley & St Johns（1998）には、「Business English（BE） は ESPと同様に General 
English（GE）とも強い関連があるため、しばしば EOPから独立した概念で語られる事があるが、職業で使
うことは明らかであるので EOPの下位分類に分類されることに疑問はない（筆者日本語訳）」と BEと GE
の関係が述べられていることに気がつき、筆者の経験知から生まれた市民生活と密接な「社会人基礎日本語」
という概念は、ESP理論を援用できる概念である判断した。以下は、ESP理論にある Business English と
General English の関係を示したものである。 
General English 
⇅ 




Communication among businesses 
⇅ 































の接点にある Communication with publicは、多かれ少なかれそれ、以外に分類された所にも関わっているは




	 下記 ESP理論で使用される英語の用語は、Dudley-Evans & St John（1998）からの引用であるが、EOP
に関わる日本語訳は筆者が行った。EAPに関わる日本語訳は田地野・水光（2005）から引用した。 
 
English for Specific Purposes：「特定目的のための英語（に関する研究および実践）」、「専門英語教育」 
English for Occupational Purposes：「職業目的のための英語」 
English for Professional Purposes： 医者、弁護士、エンジニア等の職業専門家の英語 
English for Business Purposes：is an umbrella term（総称） 
English for General Business Purposes：usually for pre-experience learner or those at very early stages of 
their career. They are similar to general EFL courses with the materials set in business contexts. Many 
learners attend these courses at a language school and groups will usually be formed on the basis of 
language level rather than job. There is a range of good published material. The published course books 
are mainy designed for use on the extensive courses. Most units contain work on the traditional four 
skills plus specific grammar and vocabulary development. The settings include fmeeting 
peopleg,gmaking arrangementsg,gtalking about yourself and your companyg, and f Travellingg. Such 
courses teach a broad range of English through business settings rather than English for specific 
business purposes.  （ビジネス日本語テキストにもこれと類似した構成が見られる） 
English for Specific Business Purposes：ESBP course are run for job-experienced learners who bring 
businessknowledge and skills to the language-learning situation. These courses are carefully tailored 
and likely to focus on one or two language skills and specific business communicative events. In these 
courses, a focus on presentation and practice in accuracy and fluency is uncommon.（介護の日本語やホ
テル日本語などのように、限定された職業内で必要とされる日本語教育内容。） 
English for Vocational Purposes：店員や電話のオペレーターなどの一般の職業人のための英語 
Pre-vocational English：which is concerned with the language finding a job and interview skills. It also 
deals with succeeding in a job through an understanding of employer expectations and policies. 
就活のための英語。JOPにおいては、JVPを「一般職」としたため、就活自体は、JVPでも JPPでもあ
り得るので、JVPの下位分類ではなく、同階層の PVJとして独立させた。 
Vocational English：which is concerned with the language of training for specific trades or occupations   
                                            
English for Academic Purposes：大学や研究機関で行われる「学術目的のための英語」 
English for General Academic Purposes：一般学術目的のための英語（全学共通科目英語） 
English for Specific Academic Purposes：特定学術目的のための英語（学部・大学院専門英語） 















































































































































































	 	 	  
６.１	 本研究の調査協力者   
	 調査地である香港におけるビジネス接触場面で、以下の属性に分類される日本語母語話
者（１と２）と、非日本語母語話者（３と４）、計 71名から調査への協力を得た。	 	  
１．JJ（Japanese in Japanese）：16名 
現地社員とのビジネス接触場面で、主に日本語を使用する日本語母語話者 
  ２．JF（Japanese in Foreign Language）：15名 
現地社員とのビジネス接触場面で、主に日本語以外を使用する日本語母語話者 
３．LJ（Local Staff in Japanese）：30名注１（日系企業以外に勤める者を含む） 
日本語母語話者とのビジネス接触場面で、主に日本語を使用する現地社員 
４．LF（Locale	Staff  in Foreign Language）：10名（日系企業以外に勤める者を 
	 	 含む）日本語母語話者とのビジネス接触場面で、主に日本語以外を使用する現地 


























































【図 7】	 調査および分析方法の概要図 
音声ファイル	 →	 文字化ファイル	 →	 まとまった内容で切片化（基礎データ）→	 類似内容でまとめる




















































































   
















































































































































ての内容であるかによって《概念》を分類した結果、６種のカテゴリーが生成された。	 	 	 	 	 	 	  
	 本節の 7.1.1では、６種のカテゴリーと、各カテゴリーに分類された基礎データ数につ
いて説明する。7.1.2では 81の《概念》と、そこに分類された基礎データ数について記載
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【表４】	 ６つのカテゴリーに分類された 81の《概念》とバリエーション数 
Ⅰ.言語形式・言語能力・言語学習	
調査協力者の属性	 JJ	 LJ	 JF	 LF	 合計１	
↓概念番号・概念名称/基礎データ１→	 	 実数	 ％	 実数	 ％	 実数	 ％	 実数	 ％	 実数	 ％	
1	 言語形式・言語能力(様々な内容）	 11	 5.6%	 22	 4.2%	 5	 2.5%	 3	 2.6%	 41	 3.7%	
2	 専門用語	 1	 0.5%	 13	 2.5%	 0	 0.0%	 1	 0.9%	 15	 1.0%	
3	 敬語（言語形式）	 10	 5.1%	 12	 2.3%	 3	 1.5%	 0	 0.0%	 25	 2.2%	
4	 日本語の難解さ	 1	 0.5%	 11	 2.1%	 0	 0.0%	 0	 0.0%	 12	 0.7%	
5	 メールの書き方（形式・マナー）	 3	 1.5%	 9	 1.7%	 0	 0.0%	 1	 0.9%	 13	 1.0%	
6	 パラ言語	 0	 0.0%	 7	 1.3%	 4	 2.0%	 0	 0.0%	 11	 0.8%	
7	 意味不明文	 0	 0.0%	 4	 0.8%	 0	 0.0%	 0	 0.0%	 4	 0.2%	
8	 学習者のビリーフ	 0	 0.0%	 4	 0.8%	 0	 0.0%	 0	 0.0%	 4	 0.2%	
9	 学習者が望む学習内容	 0	 0.0%	 4	 0.8%	 0	 0.0%	 1	 0.9%	 5	 0.4%	
10	 日本語母語話者が望む学習内容	 7	 3.6%	 0	 0.0%	 0	 0.0%	 0	 0.0%	 7	 0.9%	
合計 【Ⅰ】の 10の《概念》 33 16.9 86 16.3 12 6.0 6 5.2 137 11.1 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
Ⅱ.実務上の問題	
調査協力者の属性	 JJ	 LJ	 JF	 LF	 合計１	
↓概念番号・概念名称/基礎データ１→	 	 実数	 ％	 実数	 ％	 実数	 ％	 実数	 ％	 実数	 ％	
11	 理想的日本人上司像	 0		 0.0%	 7		 1.3%	 0	 0.0%	 2		 1.7%	 9	 0.8%	
12	 好ましくない上司	 0		 0.0%	 12		 2.3%	 1	 0.5%	 0		 0.0%	 13	 0.7%	
13	 指示・指導の方法	 1		 0.5%	 8		 1.5%	 1	 0.5%	 2		 1.7%	 12	 1.1%	
14	 確認	 1		 0.5%	 7		 1.3%	 0	 0.0%	 3		 2.6%	 11	 1.1%	
15	 電話とメールの補完機能	 3		 1.5%	 10		 1.9%	 1	 0.5%	 1		 0.9%	 15	 1.2%	
16	 不快感を与える言動	 4		 2.1%	 11		 2.1%	 0	 0.0%	 3		 2.6%	 18	 1.7%	
17	 ビジネスマナー	 17		 8.7%	 9		 1.7%	 6	 3.0%	 0		 0.0%	 32	 3.4%	
18	 言語人材の担当業務の量や種類	 0		 0.0%	 7		 1.3%	 3	 1.5%	 0		 0.0%	 10	 0.7%	
19	 コミュニケーションスキル	 1		 0.5%	 6		 1.1%	 2	 1.0%	 0		 0.0%	 9	 0.7%	
20	 上級日本語話者の悩み	 3		 1.5%	 5		 1.0%	 0	 0.0%	 1		 0.9%	 9	 0.8%	
21	 日本語能力の評価基準（内・外）	 13		 6.7%	 0		 0.0%	 3	 1.5%	 0		 0.0%	 16	 2.0%	
合計 【Ⅱ】の 11の《概念》 43 22.1 82 15.0 17 8.5 12 10.3 154 14.1 
!/+!
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
Ⅲ.対照言語行動	
調査協力者の属性	 JJ	 LJ	 JF	 LF	 合計１	
↓概念番号・概念名称/基礎データ１→	 	 実数	 ％	 実数	 ％	 実数	 ％	 実数	 ％	 実数	 ％	
22	 曖昧表現・婉曲表現	 1	 0.5%	 21	 4.0%	 0	 0.0%	 3	 2.6%	 25	 1.8%	
23	 意志の伝達・交渉	 2	 1.0%	 9	 1.7%	 1	 0.5%	 3	 2.6%	 15	 1.5%	
24	 指示・催促	 4	 2.1%	 2	 0.4%	 1	 0.5%	 1	 0.9%	 8	 0.9%	
25	 断り	 1	 0.5%	 6	 1.1%	 0	 0.0%	 2	 1.7%	 9	 0.8%	
26	 謝罪	 8	 4.1%	 17	 3.2%	 11	 5.5%	 1	 0.9%	 37	 3.4%	
27	 助言・忠告・叱咤	 2	 1.0%	 15	 2.9%	 4	 2.0%	 0	 0.0%	 21	 1.5%	
28	 失敗	 2	 1.0%	 0	 0.0%	 0	 0.0%	 0	 0.0%	 2	 0.3%	
29	 報告	 7	 3.6%	 13	 2.5%	 1	 0.5%	 1	 0.9%	 22	 1.9%	
30	 挨拶	 3	 1.5%	 12	 2.3%	 2	 1.0%	 4	 3.4%	 21	 2.1%	
31	 香港人のスピード嗜好	 2	 1.0%	 7	 1.3%	 3	 1.5%	 2	 1.7%	 14	 1.4%	
32	 発話中の配慮	 2	 1.0%	 1	 0.2%	 1	 0.5%	 0	 0.0%	 4	 0.4%	
33	 依頼	 3	 1.5%	 0	 0.0%	 0	 0.0%	 0	 0.0%	 3	 0.4%	
34	 待遇表現	 8	 4.1%	 8	 1.5%	 2	 1.0%	 0	 0.0%	 18	 1.7%	
合計	 【Ⅲ】の 13の《概念》	 45 23.1 111 21.1 26 12.9 17 14.7 199 17.9 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
Ⅳ.接触場面の背景	
調査協力者の属性	 JJ	 LJ	 JF	 LF	 合計１	
↓概念番号・概念名称/基礎データ１→	 	 実数	 ％	 実数	 ％	 実数	 ％	 実数	 ％	 実数	 ％	
35	 経営・人事管理	 2		 1.0%	 2		 0.4%	 8	 4.0%	 6		 5.2%	 18	 2.6%	
36	 企業内人材育成	 1		 0.5%	 0		 0.0%	 2	 1.0%	 0		 0.0%	 3	 0.4%	
37	 日系企業の魅力	 0		 0.0%	 4		 0.8%	 1	 0.5%	 1		 0.9%	 6	 0.5%	
38	 採用条件としての言語能力	 3		 1.5%	 0		 0.0%	 5	 2.5%	 0		 0.0%	 8	 1.0%	
39	 チームワーク	 1		 0.5%	 6		 1.1%	 2	 1.0%	 0		 0.0%	 9	 0.7%	
40	 ロイヤルティー（忠誠心）	 0		 0.0%	 0		 0.0%	 3	 1.5%	 0		 0.0%	 3	 0.4%	
41	 職務範囲の捉え方	 3		 1.5%	 8		 1.5%	 7	 3.5%	 1		 0.9%	 19	 1.9%	
42	 日系企業のグローバル化の現実	 2		 1.0%	 0		 0.0%	 5	 2.5%	 1		 0.9%	 8	 1.1%	
43	 駐在員システムの功罪と現地化	 0		 0.0%	 2		 0.4%	 7	 3.5%	 1		 0.9%	 10	 1.2%	
44	 現地スタッフのキャリア形成	 3		 1.5%	 11		 2.1%	 1	 0.5%	 0		 0.0%	 15	 1.0%	
45	 高度人材が働きにくい日本本社	 0		 0.0%	 5		 1.0%	 0	 0.0%	 0		 0.0%	 5	 0.2%	
46	 安定志向者が残る日系企業	 1		 0.5%	 6		 1.1%	 3	 1.5%	 1		 0.9%	 11	 1.0%	
47	 権限委譲の低さ	 1		 0.5%	 3		 0.6%	 1	 0.5%	 1		 0.9%	 6	 0.6%	
48	 規則	 0		 0.0%	 5		 1.0%	 0	 0.0%	 0		 0.0%	 5	 0.2%	
49	 時間感覚	 0		 0.0%	 13		 2.5%	 5	 2.5%	 2		 1.7%	 20	 1.7%	
50	 納期について	 0		 0.0%	 5		 1.0%	 2	 1.0%	 0		 0.0%	 7	 0.5%	
51	 第三の企業文化の形成過程	 4		 2.1%	 4		 0.8%	 2	 1.0%	 8		 6.9%	 18	 2.7%	
52	 残業	 1		 0.5%	 6		 1.1%	 1	 0.5%	 2		 1.7%	 10	 1.0%	
53	 勤務時間外の付き合い・接待	 0		 0.0%	 5		 1.0%	 2	 1.0%	 4		 3.4%	 11	 1.3%	
54	 勤務中の公私の区別	 1		 0.5%	 4		 0.8%	 2	 1.0%	 0		 0.0%	 7	 0.6%	
55	 女性のお茶汲み	 0		 0.0%	 3		 0.6%	 0	 0.0%	 0		 0.0%	 3	 0.1%	
56	 朝礼	 0		 0.0%	 2		 0.4%	 0	 0.0%	 1		 0.9%	 3	 0.3%	
57	 オフィスで朝食	 0		 0.0%	 9		 1.7%	 2	 1.0%	 3		 2.6%	 14	 1.3%	
58	 高い完成度	 1		 0.5%	 13		 2.5%	 9	 4.5%	 2		 1.7%	 25	 2.3%	
59	 計画性と危機管理	 0		 0.0%	 6		 1.1%	 0	 0.0%	 1		 0.9%	 7	 0.5%	
60	 整理整頓	 0		 0.0%	 2		 0.4%	 0	 0.0%	 0		 0.0%	 2	 0.1%	
61	 社会と個人の変容	 0		 0.0%	 3		 0.6%	 2	 1.0%	 0		 0.0%	 5	 0.4%	
62	 企業における配慮の諸相	 1		 0.5%	 7		 1.3%	 1	 0.5%	 1		 0.9%	 10	 0.8%	
63	 人間関係の在り方の相違	 2		 1.0%	 2		 0.4%	 4	 2.0%	 4		 3.4%	 12	 1.7%	
!//!
64	 企業の要望	 6		 3.1%	 0		 0.0%	 3	 1.5%	 0		 0.0%	 9	 1.1%	
65	 就職活動	 10		 5.1%	 0		 0.0%	 0	 0.0%	 0		 0.0%	 10	 1.3%	
合計 【Ⅳ】の 31の《概念》 43 22.1 136 25.9 80 39.8 40 34.5 299 30.5 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
Ⅴ.異文化適応	
調査協力者の属性	 JJ	 LJ	 JF	 LF	 合計１	
↓概念番号・概念名称/基礎データ１→	 	 実数	 ％	 実数	 ％	 実数	 ％	 実数	 ％	 実数	 ％	
66	 ブリッジ人材の責務と悩み	 0	 0.0%	 21	 4.0%	 10	 5.0%	 3	 2.6%	 34	 2.9%	
67	 現地スタッフの変容	 0	 0.0%	 14	 2.7%	 0	 0.0%	 1	 0.9%	 15	 0.9%	
68	 日本人の変容	 7	 3.6%	 6	 1.1%	 7	 3.5%	 0	 0.0%	 20	 2.1%	
69	 日本語母語話者への要望・協力	 6	 3.1%	 16	 3.0%	 2	 1.0%	 2	 1.7%	 26	 2.2%	
70	 異文化適応能力の低さ	 5	 2.6%	 9	 1.7%	 6	 3.0%	 3	 2.6%	 23	 2.5%	
71	 グローバル人材	 2	 1.0%	 5	 1.0%	 6	 3.0%	 7	 6.0%	 20	 2.7%	
72	 相手の言語ができるメリット	 0	 0.0%	 0	 0.0%	 6	 3.0%	 4	 3.4%	 10	 1.6%	
73	 日本語教育の範疇	 2	 1.0%	 0	 0.0%	 3	 1.5%	 4	 3.4%	 9	 1.5%	
合計 【Ⅴ】の８の《概念》 22 11.3 71 13.5 40 19.9 24 20.7 157 16.3 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
Ⅵ.多言語・多文化社会	
調査協力者の属性	 JJ	 LJ	 JF	 LF	 合計１	
↓概念番号・概念名称/基礎データ１→	 	 実数	 ％	 実数	 ％	 実数	 ％	 実数	 ％	 実数	 ％	
74	 グローバル社会と言語	 7	 3.6%	 13	 2.5%	 22	 10.9	 8	 6.9%	 50	 6.0%	
75	 多言語・多文化社会の諸相	 0	 0.0%	 5	 1.0%	 1	 0.5%	 3	 2.6%	 9	 1.0%	
76	 多言語・多文化社会の日常の様相	 2	 1.0%	 4	 0.8%	 1	 0.5%	 0	 0.0%	 7	 0.6%	
77	 社会人基礎日本語の形成	 0	 0.0%	 10	 1.9%	 0	 0.0%	 1	 0.9%	 11	 0.7%	
78	 帰化・国籍	 0	 0.0%	 3	 0.6%	 0	 0.0%	 0	 0.0%	 3	 0.1%	
79	 「母語話者の日本語」への挑戦	 0	 0.0%	 2	 0.4%	 0	 0.0%	 0	 0.0%	 2	 0.1%	
80	 使用言語の選択上のマナー	 0	 0.0%	 2	 0.4%	 2	 1.0%	 4	 3.4%	 8	 1.2%	
81	 高度人材に対する言語教育	 0	 0.0%	 1	 0.2%	 0	 0.0%	 1	 0.9%	 2	 0.3%	
合計 【Ⅵ】の８の《概念》 9 4.6 40 7.6 26 12.9 17 14.7 92 10.0 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
 調査協力者の属性  JJ LJ JF LF 合計１ 


































 【図９】	 JJの基礎データ 195件の分類（６つのカテゴリーと 51の《概念》） 
 
  	 次頁の【表５】は、51の概念名と各《概念》に分類されたバリエーション数とその割 


























【表５】	 JJ の基礎データ 195 件の分類（６カテゴリー、51 概念、バラエティー195 件） 
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【Ⅱ．実務上の問題】（8概念	 バリエーション件数 43件	 22.1％） 
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【Ⅲ．対照言語行動】（13概念	 バリエーション件数 45件	 23.1％） 
	 言語行動の対照比較に関わる意識が 13の《概念》に分類されている。バリエーション
が多かった《概念 26．謝罪》、《概念 29．報告》、《概念 34．待遇表現》について記す。 
 
《概念 26．謝罪》８件 




























































































【Ⅳ．接触場面の背景】（17概念	 バリエーション件数 43件	 22.1％） 
	 本カテゴリーは、日本社会、特に日本企業の特色に関する意識が分類されている。バリ
















A．《概念 35．経営・人事管理》＋６つの下位概念（概念 36〜41） 
B．《概念 42．日系企業のグローバル化の現実》＋５つの下位概念（概念 43〜47） 
C．《概念 48．規則》＋２つの下位概念（概念 49、50） 
D．《概念 51．第三の企業文化の形成過程》＋６つの下位概念（概念 52〜57） 
E．《概念 58．高い完成度》＋２つの下位概念（概念 59、60）	  
F．《概念 61．社会と個人》＋２つの下位概念（概念 62、63） 
G．《概念 64．企業の要望》＋１つの下位概念（概念 65） 

















【Ⅴ．異文化適応】（5概念	 バリエーション件数 22件	 11.3％） 
	 JJや接触場面の相手が異文化間の問題に個人レベルでどのように対峙しているのかにつ
いて述べている意識が 5つの《概念》に分類されている。特にバリエーション数が多いの
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7.2.2	  LJ（Local Staff in Japanese）のデータ分類と考察（データ②）	  















































【表６−１】	 LJの基礎データ 526件の分類（69の《概念》と日本語レベル／日本滞在経験） 
	 	   合計   ①日本語レベルとバリエーション数 
 
①’滞在経験の有無とバリエ数 
カテゴリー名称 / 概念番号 / 概念名称 件	 ％	   上級（件）	 中級（件）	
 
有（件）	 無（件）	
Ⅰ.言語形式・言語能力・言語学習	 86		 16.3%	   44		 17.8%	 42	 15.1%	
 
52		 16.6%	 34	 16.0%	
1	 言語形式・能力（様々な内容）	 22		 4.2%	 	 	12		 4.9%	 10	 3.6%	
 
13		 4.2%	 9	 4.2%	
2	 専門用語	 13		 2.5%	 	 	 6		 2.4%	 7	 2.5%	
 
6		 1.9%	 7	 3.3%	
3	 敬語（言語形式）	 12		 2.3%	 	 	 6		 2.4%	 6	 2.2%	
 
8		 2.6%	 4	 1.9%	
4	 日本語の難解さ	 11		 2.1%	 	 	 4		 1.6%	 7	 2.5%	
 
6		 1.9%	 5	 2.3%	
5	 メールの書き方（形式・マナー）	 9		 1.7%	 	 	 6		 2.4%	 3	 1.1%	
 
6		 1.9%	 3	 1.4%	
6	 パラ言語	 7		 1.3%	 	 	 4		 1.6%	 3	 1.1%	
 
5		 1.6%	 2	 0.9%	
7	 意味不明文	 4		 0.8%	 	 	 1		 0.4%	 3	 1.1%	
 
2		 0.6%	 2	 0.9%	
8	 学習者のビリーフ	 4		 0.8%	 	 	 2		 0.8%	 2	 0.7%	
 
3		 1.0%	 1	 0.5%	
9	 学習者が望む学習内容	 4		 0.8%	 	 	 3		 1.2%	 1	 0.4%	
 
3		 1.0%	 1	 0.5%	
10	 日本語母語話者が望む学習内容	 0		 0.0%	 	 	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
Ⅱ.実務上の問題（オフィス、仕事等）	 82		 15.6%	   35		 14.2%	 47	 16.8%	
 
50		 16.0%	 32	 15.0%	
11	 理想的日本人上司像	 7		 1.3%	 	 	 3		 1.2%	 4	 1.4%	
 
2		 0.6%	 5	 2.3%	
12	 好ましくない上司	 12		 2.3%	 	 	 1		 0.4%	 11	 3.9%	
 
9		 2.9%	 3	 1.4%	
13	 指示・指導の方法	 8		 1.5%	 	 	 4		 1.6%	 4	 1.4%	
 
8		 2.6%	 0	 0.0%	
14	 確認	 7		 1.3%	 	 	 5		 2.0%	 2	 0.7%	
 
5		 1.6%	 2	 0.9%	
15	 電話とメールの補完機能	 10		 1.9%	 	 	 3		 1.2%	 7	 2.5%	
 
5		 1.6%	 5	 2.3%	
16	 不快感を与える言動	 11		 2.1%	 	 	 7		 2.8%	 4	 1.4%	
 
7		 2.2%	 4	 1.9%	
17	 ビジネスマナー	 9		 1.7%	 	 	 2		 0.8%	 7	 2.5%	
 
3		 1.0%	 6	 2.8%	
18	 言語人材の担当業務の量や種類	 7		 1.3%	 	 	 3		 1.2%	 4	 1.4%	
 
3		 1.0%	 4	 1.9%	
19	 コミュニケーションスキル	 6		 1.1%	 	 	 3		 1.2%	 3	 1.1%	  3		 1.0%	 3	 1.4%	
20	 上級日本語話者の悩み	 5		 1.0%	 	 	 4		 1.6%	 1	 0.4%	
 
5		 1.6%	 0	 0.0%	
21	 日本語能力の評価基準（社内/社外）	 0		 0.0%	 	 	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
Ⅲ.対照言語行動	 111		 21.1%	 	 	54		 21.9%	 57	 20.4%	
 
58		 18.5%	 53	 24.9%	
22	 曖昧表現・婉曲表現	 21		 4.0%	 	 	10		 4.0%	 11	 3.9%	
 
10		 3.2%	 11	 5.2%	
23	 意志の伝達・交渉	 9		 1.7%	 	 	 5		 2.0%	 4	 1.4%	
 
8		 2.6%	 1	 0.5%	
24	 指示・催促	 2		 0.4%	 	 	 1		 0.4%	 1	 0.4%	
 
1		 0.3%	 1	 0.5%	
25	 断り	 6		 1.1%	 	 	 2		 0.8%	 4	 1.4%	
 
1		 0.3%	 5	 2.3%	
26	 謝罪	 17		 3.2%	 	 	12		 4.9%	 5	 1.8%	
 
10		 3.2%	 7	 3.3%	
27	 助言・忠告・叱咤	 15		 2.9%	 	 	 5		 2.0%	 10	 3.6%	
 
4		 1.3%	 11	 5.2%	
28	 失敗	 0		 0.0%	 	 	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
29	 報告	 13		 2.5%	 	 	 6		 2.4%	 7	 2.5%	
 
9		 2.9%	 4	 1.9%	
30	 挨拶	 12		 2.3%	 	 	 3		 1.2%	 9	 3.2%	
 
4		 1.3%	 8	 3.8%	
31	 香港人のスピード嗜好	 7		 1.3%	 	 	 3		 1.2%	 4	 1.4%	
 
4		 1.3%	 3	 1.4%	
32	 発話中の配慮	 1		 0.2%	 	 	 1		 0.4%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 1	 0.5%	
33	 依頼	 0		 0.0%	 	 	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
34	 待遇表現	 8		 1.5%	 	 	 6		 2.4%	 2	 0.7%	
 
7		 2.2%	 1	 0.5%	
Ⅳ.接触場面の背景（企業、社会等）	 136		 25.9%	   58		 23.5%	 78	 28.0%	
 
80		 25.6%	 56	 26.3%	
35	 経営・人事管理	 2		 0.4%	 	 	 2		 0.8%	 0	 0.0%	
 
2		 0.6%	 0	 0.0%	
!""'!
36	 企業内人材育成	 0		 0.0%	 	 	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
37	 日系企業の魅力	 4		 0.8%	 	 	 0		 0.0%	 4	 1.4%	  0		 0.0%	 4	 1.9%	
38	 採用条件としての言語能力	 0		 0.0%	 	 	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
39	 チームワーク	 6		 1.1%	 	 	 4		 1.6%	 2	 0.7%	
 
6		 1.9%	 0	 0.0%	
40	 ロイヤルティー（忠誠心）	 0		 0.0%	 	 	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
41	 職務範囲の捉え方	 8		 1.5%	 	 	 3		 1.2%	 5	 1.8%	
 
6		 1.9%	 2	 0.9%	
42	 日系企業のグローバル化の現実	 0		 0.0%	 	 	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
43	 駐在員システムの功罪と現地化	 2		 0.4%	 	 	 0		 0.0%	 2	 0.7%	
 
1		 0.3%	 1	 0.5%	
44	 現地スタッフのキャリア形成	 11		 2.1%	 	 	 7		 2.8%	 4	 1.4%	
 
6		 1.9%	 5	 2.3%	
45	 高度人材が働きにくい日本本社	 5		 1.0%	 	 	 5		 2.0%	 0	 0.0%	
 
5		 1.6%	 0	 0.0%	
46	 安定志向者が残る日系企業	 6		 1.1%	 	 	 0		 0.0%	 6	 2.2%	
 
3		 1.0%	 3	 1.4%	
47	 権限委譲の低さ	 3		 0.6%	 	 	 1		 0.4%	 2	 0.7%	
 
3		 1.0%	 0	 0.0%	
48	 規則	 5		 1.0%	 	 	 3		 1.2%	 2	 0.7%	
 
4		 1.3%	 1	 0.5%	
49	 時間感覚	 13		 2.5%	 	 	 6		 2.4%	 7	 2.5%	
 
5		 1.6%	 8	 3.8%	
50	 納期	 5		 1.0%	 	 	 3		 1.2%	 2	 0.7%	
 
3		 1.0%	 2	 0.9%	
51	 第三の企業文化の形成過程	 4		 0.8%	 	 	 3		 1.2%	 1	 0.4%	
 
4		 1.3%	 0	 0.0%	
52	 残業	 6		 1.1%	 	 	 1		 0.4%	 5	 1.8%	
 
1		 0.3%	 5	 2.3%	
53	 勤務時間外の付き合い・接待	 5		 1.0%	 	 	 1		 0.4%	 4	 1.4%	
 
1		 0.3%	 4	 1.9%	
54	 勤務中の公私の区別	 4		 0.8%	 	 	 0		 0.0%	 4	 1.4%	
 
3		 1.0%	 1	 0.5%	
55	 女性のお茶汲み	 3		 0.6%	 	 	 0		 0.0%	 3	 1.1%	
 
2		 0.6%	 1	 0.5%	
56	 朝礼	 2		 0.4%	 	 	 1		 0.4%	 1	 0.4%	
 
1		 0.3%	 1	 0.5%	
57	 オフィスで朝食	 9		 1.7%	 	 	 3		 1.2%	 6	 2.2%	
 
3		 1.0%	 6	 2.8%	
58	 高い完成度	 13		 2.5%	 	 	 6		 2.4%	 7	 2.5%	
 
7		 2.2%	 6	 2.8%	
59	 計画性と危機管理	 6		 1.1%	 	 	 2		 0.8%	 4	 1.4%	
 
5		 1.6%	 1	 0.5%	
60	 整理整頓	 2		 0.4%	 	 	 0		 0.0%	 2	 0.7%	
 
0		 0.0%	 2	 0.9%	
61	 変容における社会と個人の関係	 3		 0.6%	 	 	 1		 0.4%	 2	 0.7%	
 
2		 0.6%	 1	 0.5%	
62	 企業における配慮の諸相	 7		 1.3%	 	 	 5		 2.0%	 2	 0.7%	
 
6		 1.9%	 1	 0.5%	
63	 人間関係の在り方	 2		 0.4%	 	 	 1		 0.4%	 1	 0.4%	
 
1		 0.3%	 1	 0.5%	
64	 企業の要望	 0		 0.0%	 	 	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
65	 就職活動	 0		 0.0%	 	 	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
Ⅴ.異文化適応	 	 	 71		 13.5%	 	 	30		 12.1%	 41		 14.7%	
 
44		 14.1%	 27		 12.7%	
66	 ブリッジ人材の責務と悩み	 21		 4.0%	 	 	 2		 0.8%	 19	 6.8%	
 
14		 4.5%	 7	 3.3%	
67	 現地スタッフの変容	 14		 2.7%	 	 	10		 4.0%	 4	 1.4%	
 
6		 1.9%	 8	 3.8%	
68	 日本人の変容	 6		 1.1%	 	 	 6		 2.4%	 0	 0.0%	
 
6		 1.9%	 0	 0.0%	
69	 日本語母語話者への要望・協力	 16		 3.0%	 	 	 8		 3.2%	 8	 2.9%	
 
10		 3.2%	 6	 2.8%	
70	 異文化適応能力の低さ	 9		 1.7%	 	 	 2		 0.8%	 7	 2.5%	
 
5		 1.6%	 4	 1.9%	
71	 グローバル人材	 5		 1.0%	 	 	 2		 0.8%	 3	 1.1%	
 
3		 1.0%	 2	 0.9%	
72	 相手の言語ができるメリット	 0		 0.0%	 	 	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
73	 日本語教育の範疇	 0		 0.0%	 	 	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
Ⅵ.多言語・多文化社会	 40		 7.6%	   26		 10.5%	 14	 5.0%	
 
29		 9.3%	 11	 5.2%	
74	 グローバル社会と言語	 13		 2.5%	 	 	 6		 2.4%	 7	 2.5%	
 
11		 3.5%	 2	 0.9%	
75	 多言語・多文化社会の諸相	 5		 1.0%	 	 	 4		 1.6%	 1	 0.4%	
 
4		 1.3%	 1	 0.5%	
76	 グローバル社会の日常の様相	 4		 0.8%	 	 	 3		 1.2%	 1	 0.4%	
 
1		 0.3%	 3	 1.4%	
77	 社会人基礎日本語の形成	 10		 1.9%	 	 	 8		 3.2%	 2	 0.7%	
 
8		 2.6%	 2	 0.9%	
78	 帰化・国籍	 3		 0.6%	 	 	 3		 1.2%	 0	 0.0%	
 
3		 1.0%	 0	 0.0%	
79	 「母語話者の日本語」への挑戦	 2		 0.4%	 	 	 2		 0.8%	 0	 0.0%	
 
1		 0.3%	 1	 0.5%	
80	 使用言語の選択上のマナー	 2		 0.4%	 	 	 0		 0.0%	 2	 0.7%	
 
1		 0.3%	 1	 0.5%	
81	 高度人材に対する言語教育	 1		 0.2%	 	 	 0		 0.0%	 1	 0.4%	
 
0		 0.0%	 1	 0.5%	
総合計	 526		 100.0%	 	 	247		 100.0%	 279		 100.0%	
 





【表６−２】	 各《概念》のバリエーションを形成する LJの人数（日本語レベル／日本滞在経験） 
	 	 合計 ②日本語レベルと人数 
 
②’日本滞在経験の有無と人数 
カテゴリー名称 / 概念番号 / 概念名称 人	 ％	 上級	 中級	
 
有	 無	
Ⅰ.言語形式・言語能力・言語学習	 11 人中 19 人中 
 
17 人中 13 人中 
1	 言語形式・能力（様々な内容）	 12		 40%	 7		 63.6%	 5	 26.3%	
 
7		 41.2%	 5	 38.5%	
2	 専門用語	 11		 37%	 5		 45.5%	 6	 31.6%	
 
6		 35.3%	 5	 38.5%	
3	 敬語（言語形式）	 10		 33%	 5		 45.5%	 5	 26.3%	
 
7		 41.2%	 3	 23.1%	
4	 日本語の難解さ	 9		 30%	 3		 27.3%	 6	 31.6%	
 
5		 29.4%	 4	 30.8%	
5	 メールの書き方（形式・マナー）	 6		 20%	 3		 27.3%	 3	 15.8%	
 
3		 17.6%	 3	 23.1%	
6	 パラ言語	 6		 20%	 3		 27.3%	 3	 15.8%	
 
4		 23.5%	 2	 15.4%	
7	 意味不明文	 3		 10%	 1		 9.1%	 2	 10.5%	
 
1		 5.9%	 2	 15.4%	
8	 学習者のビリーフ	 4		 13%	 2		 18.2%	 2	 10.5%	
 
3		 17.6%	 1	 7.7%	
9	 学習者が望む学習内容	 3		 10%	 2		 18.2%	 1	 5.3%	
 
2		 11.8%	 1	 7.7%	
10	 日本語母語話者が望む学習内容	 0		 0%	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
Ⅱ.実務上の問題（オフィス、仕事、LJ、FF）	 	 	 	 	 	 	 	 	
 
	 	 	 	 	 	 	 	
11	 理想的日本人上司像	 7		 23%	 3		 27.3%	 4	 21.1%	
 
2		 11.8%	 5	 38.5%	
12	 好ましくない上司	 8		 27%	 1		 9.1%	 7	 36.8%	
 
5		 29.4%	 3	 23.1%	
13	 指示・指導の方法	 6		 20%	 3		 27.3%	 3	 15.8%	
 
6		 35.3%	 0	 0.0%	
14	 確認	 4		 13%	 3		 27.3%	 1	 5.3%	
 
3		 17.6%	 1	 7.7%	
15	 電話とメールの補完機能	 9		 30%	 3		 27.3%	 6	 31.6%	
 
5		 29.4%	 4	 30.8%	
16	 不快感を与える言動	 6		 20%	 2		 18.2%	 4	 21.1%	
 
4		 23.5%	 2	 15.4%	
17	 ビジネスマナー	 7		 23%	 2		 18.2%	 5	 26.3%	
 
3		 17.6%	 4	 30.8%	
18	 言語人材の担当業務の量や種類	 7		 23%	 3		 27.3%	 4	 21.1%	
 
3		 17.6%	 4	 30.8%	
19	 コミュニケーションスキル	 6		 20%	 3		 27.3%	 3	 15.8%	
 
3		 17.6%	 3	 23.1%	
20	 上級日本語話者の悩み	 3		 10%	 2		 18.2%	 1	 5.3%	
 
3		 17.6%	 0	 0.0%	
21	 日本語能力の評価基準（社内／社外）	 0		 0%	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
Ⅲ.対照言語行動	 	 	 	 	 	 	 	 	
 
	 	 	 	 	 	 	 	
22	 曖昧表現・婉曲表現	 12		 40%	 7		 63.6%	 5	 26.3%	
 
6		 35.3%	 6	 46.2%	
23	 意志の伝達・交渉	 8		 27%	 4		 36.4%	 4	 21.1%	
 
7		 41.2%	 1	 7.7%	
24	 指示・催促	 2		 7%	 1		 9.1%	 1	 5.3%	
 
1		 5.9%	 1	 7.7%	
25	 断り	 5		 17%	 2		 18.2%	 3	 15.8%	
 
1		 5.9%	 4	 30.8%	
26	 謝罪	 11		 37%	 7		 63.6%	 4	 21.1%	
 
5		 29.4%	 6	 46.2%	
27	 助言・忠告・叱咤	 10		 33%	 3		 27.3%	 7	 36.8%	
 
3		 17.6%	 7	 53.8%	
28	 失敗	 0		 0%	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
29	 報告	 7		 23%	 4		 36.4%	 3	 15.8%	
 
6		 35.3%	 1	 7.7%	
30	 挨拶	 6		 20%	 2		 18.2%	 4	 21.1%	
 
3		 17.6%	 3	 23.1%	
31	 香港人のスピード嗜好	 6		 20%	 2		 18.2%	 4	 21.1%	
 
3		 17.6%	 3	 23.1%	
32	 発話中の配慮	 1		 3%	 1		 9.1%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 1	 7.7%	
33	 依頼	 0		 0%	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
34	 待遇表現	 5		 17%	 3		 27.3%	 2	 10.5%	
 
4		 23.5%	 1	 7.7%	
Ⅳ.接触場面の背景（企業、社会、日本人、香港人）	 	 	 	 	 	 	 	 	
 
	 	 	 	 	 	 	 	
35	 経営・人事管理	 2		 7%	 2		 18.2%	 0	 0.0%	
 
2		 11.8%	 0	 0.0%	
36	 企業内人材育成	 0		 0%	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
37	 日系企業の魅力	 4		 13%	 0		 0.0%	 4	 21.1%	
 
0		 0.0%	 4	 30.8%	
38	 採用条件としての言語能力	 0		 0%	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
39	 チームワーク	 4		 13%	 2		 18.2%	 2	 10.5%	
 
4		 23.5%	 0	 0.0%	
40	 ロイヤルティー（忠誠心）	 0		 0%	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
41	 職務範囲の捉え方	 7		 23%	 2		 18.2%	 5	 26.3%	
 
6		 35.3%	 1	 7.7%	
42	 日系企業のグローバル化の現実	 0		 0%	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
43	 駐在員システムの功罪と現地化	 2		 7%	 0		 0.0%	 2	 10.5%	
 
1		 5.9%	 1	 7.7%	
!""-!
44	 現地スタッフのキャリア形成	 7		 23%	 4		 36.4%	 3	 15.8%	
 
4		 23.5%	 3	 23.1%	
45	 高度人材が働きにくい日本本社	 4		 13%	 4		 36.4%	 0	 0.0%	
 
4		 23.5%	 0	 0.0%	
46	 安定志向者が残る日系企業	 6		 20%	 0		 0.0%	 6	 31.6%	
 
3		 17.6%	 3	 23.1%	
47	 権限委譲の低さ	 3		 10%	 1		 9.1%	 2	 10.5%	
 
3		 17.6%	 0	 0.0%	
48	 規則	 4		 13%	 3		 27.3%	 1	 5.3%	
 
3		 17.6%	 1	 7.7%	
49	 時間感覚	 10		 33%	 4		 36.4%	 6	 31.6%	
 
4		 23.5%	 6	 46.2%	
50	 納期	 3		 10%	 1		 9.1%	 2	 10.5%	
 
1		 5.9%	 2	 15.4%	
51	 第三の企業文化の形成過程	 4		 13%	 3		 27.3%	 1	 5.3%	
 
4		 23.5%	 0	 0.0%	
52	 残業	 6		 20%	 1		 9.1%	 5	 26.3%	
 
1		 5.9%	 5	 38.5%	
53	 勤務時間外の付き合い・接待	 5		 17%	 1		 9.1%	 4	 21.1%	
 
1		 5.9%	 4	 30.8%	
54	 勤務中の公私の区別	 3		 10%	 0		 0.0%	 3	 15.8%	
 
2		 11.8%	 1	 7.7%	
55	 女性のお茶汲み	 3		 10%	 0		 0.0%	 3	 15.8%	
 
2		 11.8%	 1	 7.7%	
56	 朝礼	 2		 7%	 1		 9.1%	 1	 5.3%	
 
1		 5.9%	 1	 7.7%	
57	 オフィスで朝食	 9		 30%	 3		 27.3%	 6	 31.6%	
 
3		 17.6%	 6	 46.2%	
58	 高い完成度	 9		 30%	 4		 36.4%	 5	 26.3%	
 
5		 29.4%	 4	 30.8%	
59	 計画性と危機管理	 4		 13%	 1		 9.1%	 3	 15.8%	
 
3		 17.6%	 1	 7.7%	
60	 整理整頓	 2		 7%	 0		 0.0%	 2	 10.5%	
 
0		 0.0%	 2	 15.4%	
61	 変容における社会と個人の関係	 3		 10%	 1		 9.1%	 2	 10.5%	
 
2		 11.8%	 1	 7.7%	
62	 企業における配慮の諸相	 5		 17%	 3		 27.3%	 2	 10.5%	
 
4		 23.5%	 1	 7.7%	
63	 人間関係の在り方	 2		 7%	 1		 9.1%	 1	 5.3%	
 
1		 5.9%	 1	 7.7%	
64	 企業の要望	 0		 0%	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
65	 就職活動	 0		 0%	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
Ⅴ.異文化適応	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
 
	 	 	 	 	 	 	 	
66	 ブリッジ人材の責務と悩み	 11		 37%	 2		 18.2%	 9	 47.4%	
 
7		 41.2%	 4	 30.8%	
67	 現地スタッフの変容	 10		 33%	 6		 54.5%	 4	 21.1%	
 
4		 23.5%	 6	 46.2%	
68	 日本人の変容	 3		 10%	 3		 27.3%	 0	 0.0%	
 
3		 17.6%	 0	 0.0%	
69	 日本語母語話者への要望・協力	 11		 37%	 5		 45.5%	 6	 31.6%	
 
6		 35.3%	 5	 38.5%	
70	 異文化適応能力の低さ	 5		 17%	 2		 18.2%	 3	 15.8%	
 
3		 17.6%	 2	 15.4%	
71	 グローバル人材	 3		 10%	 1		 9.1%	 2	 10.5%	
 
2		 11.8%	 1	 7.7%	
72	 相手の言語ができるメリット	 0		 0%	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
73	 日本語教育の範疇	 0		 0%	 0		 0.0%	 0	 0.0%	
 
0		 0.0%	 0	 0.0%	
Ⅵ.多言語・多文化社会	 	 	 	 	 	 	 	 	
 
	 	 	 	 	 	 	 	
74	 グローバル社会と言語	 10		 33%	 4		 36.4%	 6	 31.6%	
 
8		 47.1%	 2	 15.4%	
75	 多言語・多文化社会の諸相	 5		 17%	 4		 36.4%	 1	 5.3%	
 
4		 23.5%	 1	 7.7%	
76	 多言語・多文化社会の日常の様相	 3		 10%	 2		 18.2%	 1	 5.3%	
 
1		 5.9%	 2	 15.4%	
77	 社会人基礎日本語の形成	 6		 20%	 4		 36.4%	 2	 10.5%	
 
4		 23.5%	 2	 15.4%	
78	 帰化・国籍	 2		 7%	 2		 18.2%	 0	 0.0%	
 
2		 11.8%	 0	 0.0%	
79	 「母語話者の日本語」への挑戦	 2		 7%	 2		 18.2%	 0	 0.0%	
 
1		 5.9%	 1	 7.7%	
80	 使用言語の選択上のマナー	 2		 7%	 0		 0.0%	 2	 10.5%	
 
1		 5.9%	 1	 7.7%	
81	 高度人材の言語教育	 1		 3%	 0		 0.0%	 1	 5.3%	
 
0		 0.0%	 1	 7.7%	
②バリエーションの人数と日本語レベル：各概念にグルーピングされたバリエーションを意識した LJの人数と全体を占める 





【Ⅰ．言語形式・言語能力】（ 9概念	 バリエーション件数 86件	 16.3％） 





























































































かったのが《概念 11、12》、《概念 13、14》、《概念 15、17、18》の３グループである。 
 
《概念 11．理想的日本人上司像》７件、《概念 12．好ましくない上司》12件 
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《概念 13．指示・指導の方法》８件と《概念 14．確認の方法》７件 
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【Ⅲ．対照言語行動】（11概念	 バリエーション件数 111件	 21.1％） 
	 接触場面に於ける LJの意識のうち、対照言語行動に関わる意識が 11の《概念》に分類
されている。６つのカテゴリーのうち、バリエーションが２番目に多く、どの《概念》に
も比較的まとまった数のバリエーションが認められる。バリエーションと発言者が多かっ
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	 	 	 A．《概念 35．経営・人事管理》＋６つの下位概念（概念 36〜41） 
	 	 	 B．《概念 42．日系企業のグローバル化の現実》＋５つの下位概念（概念 43〜47） 
	 	 	 C．《概念 48．規則》＋２つの下位概念（概念 49、50） 
	 	 	 D．《概念 51．第三の企業文化の形成過程》＋６つの下位概念（概念 52〜57） 
	 	 	 E．《概念 58．高い完成度》＋２つの下位概念（概念 59、60）	  
	 	 	 F．《概念 61．社会と個人》＋２つの下位概念（概念 62、63） 






念 37・41》、Bの《概念 44・46》、Cの《概念 49》、Dの《概念 52》6件と《概念
57》9件、Eの《概念 58》13件と《概念 59》6件、Fの《概念 62》である。 
 
A．《概念 35．経営・人事管理》＋６つの下位概念（概念 36〜41） 




























































B．《概念 42．日系企業のグローバル化の現実》＋５つの下位概念（概念 43〜47） 
 	 B には、日系企業のグローバル化の現実について述べているバリエーションを分類した。
《概念 44．現地スタッフのキャリア形成》、《概念 44．現地スタッフのキャリア形成》、
《概念 45．高度人材が働きにくい日本本社》の３つの概念にバリエーションが多かった。	  
 
《概念 44．現地スタッフのキャリア形成》11件 










































































































《概念 50．納期》５件と《概念 48．規則》 


























































































































F．《概念 61．変容における社会と個人の関係》＋２つの下位概念（概念 62、63） 
	 社会は、時とともに変化する。それが同じ文化圏内の世代間の相違を生み出す。本概念
には、言語行動の基礎である母語文化圏の変化に起因する人々全体の変容について述べて




































容なので、個別に考察する必要があると思われる。是非、別冊資料 9の《概念 35〜65》を 
ご参照いただきたい。 
 
【Ⅴ．異文化適応】（ 6概念	 バリエーション件数 71 件	 13.5％） 





































	 	 	 第一段階：言語人材に近い言語だけの翻訳を行う 
	 	 	 第二段階：異文化間の相違を考慮して、双方が理解を深めるように説明を加える 





























































































































































































































































【図 11】	 レーダーグラフを用いた《概念》タイプのイメージと９つのタイプ 
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7.2.3	  JF（Japanese in Foreign Language）のデータ分析と考察（データ③） 















































【表８】	 JFの基礎データ 201件の分類（６カテゴリー、54概念、バラエティー数） 
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【Ⅲ．対照言語行動】	 （9概念	 バリエーション件数 26件	 12.9％） 


















【Ⅳ．接触場面の背景】（24概念	 バリエーション件数 80件	 39.8％） 











































































































C．《概念 48．規則》＋２つの下位概念（概念 49、50）合計７件	  












































E．《概念 58．高い完成度》＋２つの下位概念（概念 59、60）計 9件 
	 《概念 58》には、結果として見える完成度だけではなく、完成度を高める要素（事前の
不確実性の排除、対処ではなく対策、計画性、選択肢の多さ等）に関する意識を分類した。
























































容》《概念 70．異文化適応能力の低さ》《概念 71．グローバル人材》《概念 72．相手の
言語ができるメリット》である。 
 
《概念 66．ブリッジ人材の責務と悩み》計 10件 
























	 《概念 68》では、現地化の方向に変容する JFの意識が現れている。変容にはその内容
により２つに分かれる。１つは現地のやり方を採用した方が有効であるから、便宜上日本
的方法より現地的方法を採用するようになる例である。例えばメールの書き方では、日本
語のビジネスメールのような配慮表現や待遇表現にこだわらず、 ”YES or NO” をはっきり
と答えなければ意味が通じないので、自分の英語も、どんどんぶっきらぼうになるといっ








































































































【Ⅵ．多言語・多文化社会】（ 4概念	 バリエーション件数 26件	 12.9％） 































































































国外で G人材あるいは GR人材として働く日本語母語話者としての JFという二面性があ
る。JFも 7.2.2で述べた LJと同様に、２つの言語圏文化間だけではなく、２つの自己ア
イデンティティー間でも、頻繁に調整を図っている。 
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7.2.4	 LF（Japanese in Foreign Language）のデータ分析と考察（データ④） 
	 業務で日本語を除いた母語以外の言語（主に英語）を使用する現地スタッフ LF10名 
（日本語母語話者の部下７名、日本語母語話者の上司／同僚／取引先３名）へのインタビ 
ューから 116件の基礎データが得られた。基礎データは 47の《概念》に分類された。 
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【Ⅱ．実務上の問題】（6概念	 バリエーション件数 12件	 10.3%） 
































【Ⅲ．対照言語行動】（8概念	 バリエーション件数 17件	 14.7％） 























































26．謝罪》、《概念 29．報告》、《概念 31．香港人のスピード嗜好》にも見られる。 
 
  
【Ⅳ．接触場面の背景】（17概念	 バリエーション件数 40件	 34.5％） 
	 接触場面に於ける LFの意識のうち、日本社会、特に日本企業の特色に関する意識が 17
の《概念》に分類されており、６つのカテゴリーのうちバリエーション数も《概念》数も





A．《概念 35．経営・人事管理》＋６つの下位概念（概念 36〜41） 
	 職務範囲の捉え方、職業観、決定権、駐在員システムなど経営や管理に関わるバリエー
ションを分類している。バリエーション 8件中 7件が部下からの意識であった。グループ
Aで多かったのは《概念 35．経営・人事管理》の 6件である。 
 
《概念 35．経営・人事管理》6件	  

















































































































	 現地の企業文化を具体的に示す内容は、《概念 52．残業》、《概念 53．接待》、《概
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⑤	 JJと LJ（データ①と②）の比較分析  
	  	 海外で日本語を使用した時の異文化間の問題を、JJと LJの共通点と相違点から検証 
⑥	 JFと LF（データ③と④）の比較分析 
	 	 海外で共通語を使用した時の異文化間の問題を、JFと LFの共通点と相違点から検証 
⑦	 JJと JF（データ①と③）の比較分析  
	 	 使用言語で異なる日本語母語話者の意識を、JJと JFの共通点と相違点から検証 
⑧	 LJと LF（データ②と④）の比較分析 
	 	 使用言語で異なる現地スタッフの意識、LJと LFの共通点と相違点から検証 






















































































【図 14】 	 ２種の属性間によるカテゴリー別基礎データの割合の比較 
           























































































































































































【図 15】	 ４種類の属性のバリエーションの有無による《概念》のパターン分析 
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	 4-A	 	 	 ：全属性の人々が意識しているという点で、留意に値する《概念》 
	 3-Aと 3-B：母語以外を使用する者に意識されない内容を含んだ《概念》 







	 2-Aと 2-B：使用言語により、母語話者間でも「ずれ」が大きい《概念》 
	 	 	 	 	 	 	 同じ言語を使う者同士では、母語のいかんによらず共通点が見られる。 
	 2-Cと 2-D：使用言語にかかわらず異文化間で「ずれ」が大きい《概念》 
	 	 	 	 	 	 	 母語が同じ者同士では、共通点が見られる。 
	 2-Eと 2-F：母語以外を使用する者同士、あるいは、母語を使用する者同士で共通点が 












	 81の概念をパターン別に分類した表が次ページの【表 10】である。81の《概念》は 15
パターン中、2-F と 1-D 以外の 13 パターンに分類された。❶に分類された概念は 50 概念、
❷は 18概念、❸は 13概念である。 
!"+/!




















































































	 これらの方法で、選出されたのは、81概念のうち 46概念（❶で 35の《概念》、❷で 9
の《概念》、❸で 2の《概念》）である。下記の３つの表は、46の《概念》を、バリエー
ションの割合が２％以上の属性の数で分類した表である。【表 11】は、グループ❶の 4-A、
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【表 12】	 グループ❷の 2-A、2-B、2-C、2-D、2-Eから選出した９の《概念》 
 
 
【表 13】グループ❸の 1-A、1-B、1-C、1-Dから選出した２つの《概念》 
 
 
８.４	 「汎用性」や「地域性」が高い内容を含む《概念》の詳細な質的分析	  




































【表 11】	 グループ❶の 4-A、3-A、3-B、3-C、3-Dから選出した 35の概念 
 
１）パターン 4-A  




	 《概念 74》は、グローバル社会で使用される言語の価値について、JJ7件（3.6%）、 
LJ13件（2.5%）、JF22件（10.9%）、LF8件（6.9%）のバリエーションが見られる。
《概念 74》の割合は 81の《概念》中、最も多いが、数値を押し上げているのは、母語以
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《概念１．言語形式》    
	 《概念１》は、様々な言語形式や言語能力について、JJ5.6%、LJ4.2%、JF2.5%、
LF2.6%のバリエーションが見られる。《概念１》については、第７章においても、JJ




















































































るため、この概念において JF14の立場は JJに近いと思われる。 
 
《概念 26．謝罪》 
	 《概念 26》は、謝罪に関するバリエーションが分類されている。JJは 4.1%、LJは
3.2%、JFは 5.5%、LFは 0.9%というバリエーションの割合で、LFのバリエーションが
少ないという特徴がみられる。 



































	 《概念 70》には、異文化に接してもなかなか自文化から離れられない日本人や現地スタ 




















































































































































ては重要である。《概念 51》では、下位分類の《概念 52〜60》も一緒に扱う。 
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	 一方、JJでは《52．残業》に１件（JJ5−62）、《54．勤務中の公私の区別》に 1件 
（JJ16−11）、どちらかといえば LJに対する否定的なバリエーションしか見られない。 



































































































































































































































	 《概念 30 》は、様々な場で行われる挨拶に関するバリエーションが分類されている。 
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類されている。バリエーションの割合は、JJは 1.0%、LJは 0.4%、JFは 2.5%、LFは

































	 《概念 41 》は、自分の仕事の範囲はどこまでであるかという職務や職責の範囲につい
ての意識に関するバリエーションが分類されている。バリエーションの割合は、JJは



























































	 《概念 23 》は、自分の意志の伝え方ついての意識に関するバリエーションが分類され 






































	 《概念 15 》は、重要な伝達媒体である電話とメールに関するバリエーションが分類さ
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の割合は、JJは 2.1%、LJは 0.4%、JFは 0.5%、LFは 0.9%で、特に JJに多い。 




























































《概念 73．日本語教育の範疇》	  
	 《概念 73》は、言語教育に携わらない人びとは、日本語教育の範疇に対して、どのよう
な認識をしているのかに関するバリエーションが分類されている。バリエーションの割合
は、JJは 1.0%、LJは 0.0%、JFは 1.5%、LFは 3.4%で、特に LFに多い。《概念 73》
では、LFが言語教育に対してどのようなイメージを抱いているのかが窺える。 























































































































































































































































ンの割合は、JJは 0.5%、LJは 1.3%、JFは 0.0%、LFは 2.6%で、現地スタッフ、特に


















































































































































































































バリエーションの割合は、JJは 0.0%、LJは 1.0%、JFは 1.0%、LFは 3.4%で、特に LF
からのバリエーションが多い。 
































































































	 《概念 75》は、英語リンガランカと様々な言語が行き交う多言語・多文化社会の日常の 
諸相に関するバリエーションが分類されている。バリエーションの割合は、JJは 0.0%、
LJは 1.0%、JFは 0.5%、LFは 2.6%で、LFのバリエーションが多い。 































































































































	 《概念 3》は、敬語の言語形式に関するバリエーションが分類されている。バリエーシ 
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《概念 27．助言・忠告・叱咤》	  
	 《概念 27》は、助言・忠告・𠮟咤に関するバリエーションが分類されている。バリエー
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LJの意識は《概念 72》よりも《概念 66》に多いのではないかと思われる。 
 
２）パターン 2-B 
	 パターン 2-Bは、日本語ビジネス接触場面の参加者間である JJと LJの意識である。パ
ターン 2-Bには《概念２．専門用語》《概念 14．確認》《概念 16．不快感を与える言















リエーションの割合は JJは 0.5%、LJは 2.1%、JFは 0.0%、LFは 0.0%で、日本語の難
解さについての意識なので、LJのバリエーションが多い。非日本母語話者にとって、分か
りにくい日本語母語話者の日本語に関するバリエーションを扱ったため、日本語を使わな



















類されている。JJは 6.7%、LJは 0.0%、JFは 1.5%、LFは 0.0%で、日本語で仕事をす
る母語話者である JJのバリエーションが圧倒的に多い。 
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５）パターン 2-E  






































































































































	 《概念 65》は就職活動に関する内容を述べており、バリエーションは、JJの 5.1％（10




















































	 《概念 10》は《概念 9．学習者が望む学習内容》と対であり、より深い考察のために、




















































	 《概念 2．専門用語》 
	 《概念 3．敬語》 








	 《概念 26．謝罪》 
	 《概念 29．報告》 
	 《概念 23．意志の伝達・交渉》 
	 《概念 24．指示・催促》 
	 《概念 30．挨拶》 
	 《概念 22．曖昧表現、婉曲表現》 
	 《概念 34．待遇表現》 
	 《概念 17．ビジネスマナー》 






《概念 41．職務範囲の捉え方》と《概念 39．チーム・ワーク》： 
《概念 51．第三文化の形成過程》と《概念 55．女性のお茶汲み》と《概念 56．朝礼》 




















	 《概念 73．日本語教育の領域》 
	 《概念 10．日本語母語話者が望む学習内容》 





























	 《概念 6．パラ言語》 
	 《概念 38．採用条件としての言語能力》 
	 《概念 29．報告》 
	 《概念 30．挨拶》 








































































































































































































































































































【図 17】	 実践１の「ソフトな連携」の流れ	  
9.2.3	 教育現場での作業１	  
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    成果物１  !
      ソンさん!
      いつもお世話になっております。 
      メールとファックスを拝受いたしました。 
  
      当社の製品に欠陥が見つかりまして、約半分の製品について取り替えた            
      という経緯がありましたので、建設工事が遅れたと存じております。!
      この度はお詫び申し上げます。 
      社内で至急相談しまして、改めてお電話させていただきます。 
      取り急ぎ、ご連絡まで。!!
	 	 	 	 伊藤    !
    !
    成果物２!!
      B 設備販売 ソン様 
      いつもお世話になっております。 
      資料を急ぎ送ってくだだき、ありがとうございます。 
  
      お電話したように、契約にの支払い期限は今月末で、 
      ご依頼のは、期末をまたいで売掛金が残ることになります。 
      それに部品交換の時点ではそういうお話ではありませんでした。 
      一応、資料を拝見してから社内で至急相談しまして、改めてお電話させていただきます。 
 









9.2.4	 職場での作業２73	 −	 教育現場から職場へ	 – 
	 教育現場での作業１の終了後、作業２では、まず、学習者の作成物を職場に持ち込み、 














      成果物１へのコメント（協力者１）!!
 ちょっと変な所もあるけど、このままでも大丈夫、なぜならちゃんと謝ってるし、流れが自然。!
 自分が修正を手伝うことは可能だと思う。!
     !!


































	 	 資料 A：言語形式的間違いに訂正箇所を記した作成物のコピー 
	 	 資料 B：日本人が指摘した箇所に下線だけを入れた作成物のコピー（【表 15】の A） 
	 	 資料 C：日本語母語話者からの代表的なフィードバック（【表 15】の B） 
	 	 資料 D：日本人の好感を得た作成物（成果物番号 1、3、7）のコピー 
	 	 資料 E：学習後、学習者の内省を記入するシート（【表 16】） 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 資料 Aの例（成果物３）	  	 	 	 	 	 	  
 !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!) 設備販売 ソン様 !
                              !
       いつもお世話になっております。!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! 
                                           !
       早速ですが、3 商事用空調設備支払いの件に関する                                                           !
       メールとファックスを拝見いたしました。                    
                                            
       部品交換の件で、ご迷惑をおかけして申し訳ございませんでした。          
       貴社の事情をご理解しており、至急社内でご相談しております。!!!!!!!!!!!!
       相談した結果を分かり次第、改めてご連絡させていただきます。!
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	 	 ❶	 日本人の問題意識、あるいは指摘ポイントについてどう感じるか。 
	 	 ❷	 自分が日本人の視点でバリエーションを修正してみてどう感じたか。 
	 	 ❸	 同じようなメールを実際に書く機会があれば、日本人の視点でメールを書くかど 









【表 16】	 資料 E．学習者の内省（抜粋） 
 
 
















































































	 	  ①    誤用が直接、社内での実務上の支障につながる可能性を内包する問題 
	 	  ②	 社内における業務手順、範囲、マナー等を含んだ企業文化にかかわる問題 
 	 	 ③	 原因の如何によらず良好な取引関係に支障を与える可能性を内包する問題 




考察 C においても、教育内容として汎用性の高い概念のひとつとして取り上げられている。 
 









































て記述を厚くする。作業１は 9.3.3で、作業２は 9.3.4で、作業３は 9.3.5で述べる。 
 




























	 １）ビジネス接触場面の擬似体験用教材 Aの作成 










	 問題： 以下の情況をよく考えてから、問い合わせ・念押し・催促のメールを書きなさい。 
  あなたは香港商事の購買のスタッフです。3 月 25 日付けで日本商事に商品番号「RT203」を 20 ケース







































































































































【表 17】	 JJからのコメントの分類 
 

















	 	 	 納期は４月２０日に決まりました	 	 	 	 	 	 →	 	 納期は４月２０日でしたが、 
	 	 	 ところが、まだ商品を受け取っていません	 	 →	 	 まだ商品を受け取っていないようです 
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	 （2）現地スタッフの意識に対する JJの内省 
	 JJからのコメントには、成果物に対するコメントばかりではなく、JJ自身への内
省や日本語教育の内容への疑問が 61件中各２件と少ないながらも見られた。 
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	 １）フィードバックのための前作業（資料 Aと資料 Bの作成） 
	 ２）フィードバックと修正の試み（１回目。資料 Bの使用） 
	 ３）類似問題で練習（練習用の教材 Aと教材 Bの使用） 
	 ４）修正の試み（２回目。資料 Aの使用） 
	 ５）作業後の学習者の内省（資料 Cの作成） 
 
１）フィードバックのための前作業（資料 Aと資料 Bの作成） 











































































































３）類似問題で練習（練習用の教材 Aと教材 Bの使用） 
	 そこで筆者は、JJの指摘した箇所を修正できるようになるための教育的補助として、日
本人が問題としてあげた 2つの事例（《概念 24》の JJ13–2と JJ14–2）を、「ずれ」の














	 教材 A	  
王の会社はバイヤーで、中国に工場がある佐藤課長の会社から部品を仕入れている。しかし最近、納品の遅
れが目立ち、王の取引先にも影響が出ている。そこで王は下記の念押しメールを書いた。	  
	 	 	 	  
	 	 	 	 Subject：ご依頼の件 
	 	 	       佐藤課長 
	 	 	 	   いつもお世話になっております。 
	 	 	 	   早速ですが、先日発注した商品番号 E345ですが、 
	 	 	    今度はちゃんと納品してくださいませんでしょうか。 
	 	 	    よろしくお願い申し上げます。	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	   王	 	 	 	  
 
	   




	 	 	 	 Subject：明日のミーティングの件 
	 	              お忙しいところ、当方のお願いを受け入れてくれました。 
	 	 	 	 	  ありがとうございます。その日は明日です。 
	 	 	 	 	  約束をお忘れないようにお願いいたしたいですが。 
	 	 	 	  よろしくお願いいたします。	 	 	 	 	 	 	 	   
                   陳 
 























４）修正の試み（２回目	 資料 Aの使用） 












冊資料 14 として掲載したが、代表的なものを５つ抜粋して、次頁の【表 19】に記載する。
内省シートの質問事項は以下の３つである。 
	 ❶	 JJの問題意識、指摘ポイントについてどう思いましたか。 
	 ❷	 JJの視点を意識して、修正してみて、どう思いましたか。 
	 ❸	 同様なメールを書く機会があった時、どのように対処しますか。また、その理由は何ですか。 
!%/-!













































































































































解決の糸口を掴むことが可能	 	  
































































教育」分野の今後の急務である。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  






















































































型」と呼び、１）では JB のつけた件名、２）では FJ のつけた件名について考察を行なう。	
	
課題（『日本語 Eメールの書き方』129頁を一部を借用 し、改編した） 




	 調査の結果、JBがつけた件名は【表 21】のように、A 謝罪型 42.8％、AC謝罪＋提示




























 {eLB Bbt wUs 
 Tel~+852 5432 1236    Fax~+852 5432 1237 
 E-mail~DKC@HKshouji.co.hk 
 
 LE2 	?G &
	I
CLE%F=












 1(#2 7 ":P6."!O$F=
!&0'!
【表 21】	 日本語母語話者ビジネス関係者のつけた件名の型別割合と特徴 




9.5% ! F  4.8% C 33.3% B  4.8% AC  4.8% 
とが窺える。型／規範／使用言語の関係から見ると、①「謝罪」を A謝罪型で前面に出す
「建前型」は 42.8％で、ここに分類された 9件中 8件は日本語で仕事をする JBである。
②「打合せ」を B依頼型や C主題提示型で全面に出す「本音型」は 38.1％で、全員が他




他言語を使用する JBの 11名中 9名は、建前よりも「本音である要件の記載」を言語行動
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	 FJのつけた件名は、【表 22】のように、A謝罪型 41.7%、AB謝罪＋依頼型 10.1%、
AC謝罪＋提示型 3.4%、C主題提示型 24.9%、B依頼型 11.9%、D通知型 6.0%、E確認
型 2.0%であった。		
	 型／規範／使用言語から考察する、①「謝罪」を A謝罪型で前面に出す「建前型」は全
体の 41.7％で、日本語を使用する FJの 42.8％、他言語を使用する FJの 12％が A型を選
択している。②「打合せ」を B依頼型や C主題提示型、D通知型、E確認型で全面に出す
「本音型」は 40.9％で、ここに分類されたものは日本語を使用する FJの 5.7％、他言語を
使用する FJの 76.0％であった。③AB型や AC型で建前と本音を併記する「盛込み型」
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	 JBに比べ FJが選択した言語形式の種類は多い。JBでは、基本的には A、B、Cとその






























































	 ①	 疑問 (に答えるため、「ビジネス日本語」の定義と領域の現状把握と再考を行う。!
	 ②	 疑問 )に答えるため、教材改善を目的とした教育内容の汎用性と地域性の検討を行
う。	 	 !




























































10.1.2	 結論２－研究課題②	 教材改善を目的とした教育内容の汎用性と地域性の検討 



























善を目的とした具体的な内容を 46 の項目として提示し、本研究の疑問 Bに一定の解答を
与えた。	
 

































する日本語母語話者への日本語教育について、10.2.3   では、ビジネス日本語政策につい
て提言を行う。 
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